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内容の要旨および審査の結果の要旨
インスリンは心血管系に種々の作用を持つことが古くから知られており，インスリンによる低血糖時の
血行動態上の変化については多くの検討がなされている。しかし，ヒトにおける低血糖のない状態でのイ
ンスリンの血行動態に及ぼす影響について系統だった検討はいまだみられない。そこで著者は，糖尿病に
おけるインスリンの全身および末梢循環に及ぼす影響を自律神経障害の有無で比較し，さらに圧反射機能
(ＭＳ）や昇圧物質に対する血管の反応性に及ぼすインスリンの影響を低血糖のない状態で検討し，以下
の結果を得た。
１）インスリンにより自律神経障害を伴った糖尿病患者（ＡＮ(＋)群）で平均血圧（ＭＢＰ）は有意に
低下し，同時に心係数，全末梢血管抵抗係数が有意に低下した。しかし，自律神経障害のない糖尿病患者
(ＡＭ－)群）では心拍数の増加を認めたが，他の全身血行動態諸指標に有意な変化はなかった。
２）インスリン後のＭＢＰの低下とＢＳの間には有意な正の相関がみられ，ＢＳの障害が強いほどイン
スリンによる血圧低下は犬であった。
３）ＡＮ(＋)群では，インスリン静注後前腕血管抵抗は有意に低下し，下腿静脈容量、下腿静脈伸展性
は有意に増加した。しかし，ＡＮ(－)群ではいずれの末梢循環諸指標も有意な変化を示さなかった。
４）収縮期血圧を25ｍHg上昇させるのに必要なフェニレフリン量（ＰｕS）と収縮期圧を30ｍＨｇ上昇さ
せるのに必要なアンギオテンシンⅡ量（ＡＤＳ｡）は，インスリンによりいずれも有意に増加した。また，
フェニレフリン，アンギオテンシンⅡの用量一反応曲線は，インスリン投与後右方に変位した。生理食塩
水の投与ではＰＤ２５，ＡＤ３０には変化はなかった。
５）ＢＳは，インスリンにより変化しなかった。
６）いずれの検討においてもインスリンによる低血糖発作はみられなかった。
以上より，インスリンは抵抗血管，容量血管のいずれに対しても血管拡張作用を有し，神経性循環調節
に障害のある糖尿病患者では容量血管の拡張による心泊出量の低下と抵抗血管の拡張による血管抵抗の減
少により血圧が低下することを明らかにした。また，インスリンの血管拡張作用の成因の１つとして，昇
圧物質に対する反応性の低下が関与している可能性が示唆された。
本論文はインスリンの血管拡張作用とその成因を明らかにした点で循環器学に寄与する労作と評価され
る。
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